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一元的に取り組むため
体制を強化(局の新設)

地域課題の多様化・複雑化

自治体だけでは解決できない

地域協働局の新設(令和５年４月～)

労働人口減少→自治体の縮小

様々な主体の協働・参画による

・地域課題を解決する仕組みづくり

・自分らしく活躍できる地域社会づくり



地域貢献団体等の推移(神戸市)

社会貢献意識の高まり

・｢社会の役に立ちたい｣と考えている人 64.3％

内閣府｢社会意識に関する世論調査(2023年12月)｣

・団体数 |2013年| 約 2,000 団体 |2023年| 約 3,300 団体

・参加者数 |2013年| 約 50,000 人 |2023年| 約 120,000 人

・17校が専門窓口を設置

市内大学・短期大学(23校)の地域貢献活動参画の支援体制



ネットモニターアンケートの結果
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1.仕事や家庭の都合がつかないから

2.きっかけがないから

3.活動の内容や、参加方法がわからないから

4.興味や関心のある活動・団体がないから

5.一緒に参加する仲間や知り合いがいないから

6.人間関係が心配、わずらわしいから

7.負担が大きそうだから

8.地域での活動ではなく、他のボランティアなどに参加して…

9.一度参加すると、抜けられなさそうだから

その他

｢Q.地域活動に参加したことがない理由｣

“きっかけ” や “参加方法” が分からない方も多い

地域に貢献したい「想い」をつなぐ新たなサポート体制へ



地域貢献相談窓口の設置 (2024.5.9～)

相談者の｢想い｣の実現に向けて、伴走型で支援

相談者区分 相談内容 対応

企業 ・○○銀行の神戸支店として神戸登山プロジェクト（六甲
山の登山道維持活動）に取り組みたいが、必要な手続きを
教えてほしい。

・7/24に相談者・経済観光局と3者で打合せし、活動する登山道
を決定。9月下旬から活動開始予定。

学生 ・日本経済大学に通うベトナム人留学生だが、より日本の
社会を学ぶため、ボランティア活動に参加したい。

・8/24 居住地に近く留学生スタッフがいるこども食堂に同行し、
実施団体と引き合わせ、次回から参加することになった。

団体 ・空き家をコミュニティスペースとして開放したい。また、
六甲全山縦走などの登山コースに隣接しているため、登山
客の休憩場所としても活用してほしい。

・コミュニティスペースを自治会を通じて周辺住民に周知。
・神戸登山サポート店（登山客をおもてなしする店）への登録を
提案。のぼりやステッカーが配布され、ホームページに掲載。

〇対象

〇相談事例

地域に貢献したい、役に立ちたいという“想い”を持つ個人、団体・企業等

〇内容

〇受付件数：73件（5/9～8/31）

（内訳）相談36件、問い合わせ16件、その他（要望等）21件
Ｌ団体12件、企業10件、個人10件、学生4件



〇ボランティアマッチングシステム構築（R6.3～）

・若い世代が気軽に地域活動へ参加できるようなきっかけづくり
・地域団体やNPO等のボランティア募集情報を発信
・各団体の活動内容やイベントの広報にも活用

〇対面型マッチングイベントや各種セミナーの開催

NPOや地域団体と市民のマッチング
イベント開催

新たな視点で地域課題に取り組む
ための越境人材トークイベント

6

地域貢献活動のマッチング促進事業

画面イメージ



・幅広い活動・団体が対象
・初年度は50万円上限に活動費全額を補助
・最大３年間の継続支援（補助額・率の変動あり）

農業体験を通じた多世代交流と地域農業の
活性化の取組

地域課題に取り組むNPO等に対する補助制度
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地域協働の促進に向けて

地域に貢献したいという想いを丁寧につなぎ合わせ、

様々なプレイヤーが協働し合う神戸を目指す

多様な主体の参画による持続可能な地域社会の実現を目指し

・多様な主体の地域活動への参画
・地域活動主体の支援のあり方
・地域内外のつながりの場づくり
・行政に求められる新たな役割 等について議論を進めている
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